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1
実
装
経
営
の
概
要

（
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
前
）

⑴
家
族・労
働
力
構
成

労
働
力
家
族
４
名

⑵
経
営
規
模
、生
産
量
な
ど

ア　

 

酪
農
及
び
水
稲
複
合
の
家
族
経
営
で
労

働
力
は
４
名

イ　

 

経
産
牛
平
均
６０
頭
、水
田
面
積
８
０ａ

ウ　

 

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル・ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー

方
式
で
自
給
飼
料
を
基
礎
と
し
た
発　

酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
を
給
与

エ　
 

育
成
牛
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
自
家
育
成

オ　
 

ふ
ん
尿
処
理
は
ふ
ん
尿
混
合
で
乾
燥・発

酵
後
堆
肥
化
し
自
家
利
用
及
び
近
隣
の　

耕
種
農
家
に
販
売

カ　

 

１
頭
当
た
り
の
年
間
乳
量
は
９
，０
０
０
㎏

～
１
０
，０
０
０
㎏
で
県
平
均
を
上
回
る

2
導
入
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
の

概
要
と
導
入
に
至
っ
た
経
緯

ア　

�

導
入
技
術
の
種
類（
２
つ
の
技
術
を
導
入
）

（
ア
） 分
娩
監
視
装
置（
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
）

分
娩
の
近
い
雌
牛
の
膣
内
に
温
度
セ
ン

サ
ー
を
留
置
し
体
温
等
の
温
度
変
化
か

ら
分
娩
の
２４
時
間
前
及
び
１
次
破
水
を

検
知
し
て
メ
ー
ル
で
通
知

（
イ
） 発
情
発
見
装
置 

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
メ
ー
タ
ー
）

ネ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
装
着
し
た
機
器
で
牛
の

活
動
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ

り
発
情
牛
の
発
見
を
サ
ポ
ー
ト

イ　
導
入
経
緯

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

既
に
導
入
し
て
い
る
近
隣
農
家
評
価
と

補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
情
報
が
動
機

（
イ
）発
情
発
見
装
置

利
用
し
て
い
る
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
の

付
帯
機
器
で
あ
り
、他
の
利
用
農
家
の
評

価
と
販
売
代
理
店
の
説
明
が
動
機

（
ウ
） い
ず
れ
の
機
器
も
当
経
営
の
懸
案
で
あ
っ

た
省
力
化
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
令
和
元
年
に
補
助
事
業
を
利
用
し
て

導
入

3
導
入
前
後
比
較
：
労
働
生
産
性
、

家
畜
生
産
性
、収
益
性

（
経
営
診
断
成
績
）の
推
移

ア　
労
働
生
産
性

（
ア
） 機
器
導
入
に
よ
り
関
連
作
業
が
直
接
的
に

は
軽
労
化
で
き
た
も
の
の
他
の
作
業
に
振

り
向
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
導
入
前
後
の

労
働
時
間
は
同
等

（
イ
） 統
計
値
と
比
較
す
る
と
敷
料
搬
入・き
ゅ

う
肥
搬
出・搾
乳
、そ
の
他
作
業
が
長
く
、

飼
料
調
理・給
与・給
水
作
業
が
短
い
状
況

CHIBA

千葉県の導入事例02

フリーストール

ミルキングパーラー

乾燥施設

表１　令和３年の総労働時間の内訳と統計数値との比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　搾乳牛1頭当たりの労働時間

作業 調査農場 統計値
飼料の調理・給与・給水 10.89 19.47
敷料搬入・きゅう肥搬出 19.87 10.73
搾乳及び牛乳処理・運搬 50.72 45.62
その他飼育関係作業 17.94 13.50
自給飼料 5.76 5.25
その他飼育以外の自給飼料以外の作業 11.25 1.46

計 116.41 96.03
調査農場：農家聞き取り、統計値：畜産物生産費統計　　

実装
畜産ＤＸ

技術
（1）株式会社リモート　モバイル牛温恵（分娩監視装置）

（2）デラバル株式会社　アクティビティメーター（発情発見装置）
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イ　
家
畜
生
産
性

（
ア
） 搾
乳
頭
数
、乳
量
、乳
成
分
な
ど
の
生
産

性
の
値
が
改
善
し
た
一
方
で
、空
胎
日
数

が
延
長
し
授
精
頭
数
が
減
少
な
ど
の
繁

殖
成
績
の
値
が
悪
化

（
イ
） 繁
殖
診
療
が
増
え
た
の
は
ホ
ル
モ
ン
処
置

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
よ
る
経
営
者
の
方

針
転
換
に
よ
る
も
の
で
機
器
導
入
に
よ
る

も
の
で
は
な
い

（
ウ
） 導
入
後
の
特
徴
は「
鈍
性
発
情
」及
び「
乳

房
炎
」治
療
が
減
少
し「
肢
蹄
」と「
黄
体

不
全
」治
療
が
増
加

ウ　
収
益
性（
経
営
診
断
結
果
）

（
ア
） 収
益
性
は
機
器
導
入
前
か
ら
導
入
後
へ
更

に
年
を
重
ね
る
ご
と
に
悪
化
の一途

（
イ
） 購
入
飼
料
費
の
増
加
が
大
き
す
ぎ
て
機

器
導
入
の
効
果
は
不
明
確

4
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
導
入
の
評
価

（
導
入
コ
ス
ト
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

心
の
変
化
）

ア　
導
入
コ
ス
ト

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

「
通
信
機（
親
機・子
機
）」と「
挿
入
棒
」は

固
定
費
で
体
温
セ
ン
サ
ー
と
ス
ト
ッ
パ
ー

の
数
量
は
頭
数
規
模
に
よ
り
変
動

表３　家畜共済診療利用の状況
単位 導入前（H30） 導入後（R4） 備考

総診療回数

回

500 831
うち繁殖 320 548 CIDRの導入による増加
うち産科 29 22
その他 151 261 肢蹄病の増
総診療頭数

頭

252 210

うち繁殖 98 91 鈍性発情が減少
発育不全黄体が増加

うち産科 13 13
その他 141 106 主に乳房炎の減少

千葉県農業共済組合診療データ

表２　導入前後の家畜生産性の推移
単位 導入前（H30） 導入後（R4） 備考

搾乳頭数 頭 46.8 58.8 改善（増加）
搾乳日数 日 201.4 202.8
空胎日数 日 148.6 181.8 悪化（延長）
授精頭数 頭 12.1 11.3 悪化（減少）
乳量 kg 27.2 30.0 改善（増加）
乳脂率 % 4.18 4.27 増加
乳蛋白率 % 3.18 3.37 増加
無脂固形分率 % 8.67 8.87 増加
乳中尿素態窒素 mg/dL 12.2 10.4 減少
P-F比 0.76 0.79
体細胞数 千/ml 228.1 213.1 やや減少

牛群検定成績表

図1　出荷乳量と所得の推移（経産牛1頭当たり）図2　生産費と購入飼料費の推移（経産牛1頭当たり）

表４　分娩監視装置の導入コスト（税抜き額）
システム内訳明細 単価（円） 数量 金額（円） 備考

通信機（親機） 207,000 1 207,000 データ受送信機
　〃 　（子機） 103,600 2 207,200 センサーと親機の中継

体温センサー 42,125 5 210,625 センサー本体
電池寿命は５年

ストッパー６本爪 7,050 5 35,250 センサー膣内留置のための
補助部品

ストッパー３本爪 4,465 2 8,930
挿入棒 2,076 1 2,076 センサー挿入のための器具

計 671,081
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（
イ
）発
情
発
見
装
置

デ
ラ
バ
ル
社
製
の
搾
乳
施
設
導
入
が
前

提
で「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
メ
ー
タ
ー
」以
外

は
固
定
費
で
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
メ
ー
タ
ー

の
数
量
は
規
模
に
よ
り
変
動

イ　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

両
機
器
と
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
極

め
て
安
価

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

（
イ
）発
情
発
見
装
置

０
円
／
月（
他
に
シ
ス
テ
ム
の
電
気
代
）

【
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価（
両
機
器
）】

費
用
対
効
果
に
つ
い
て

・牛
温
恵 

→ 

な
ん
と
も
い
え
な
い

・ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
メ
ー
タ
ー 

→ 

満
足

ウ　
心
の
変
化

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

・ 分
娩
に
対
す
る
気
持
ち
が
楽
に
な
り
以

前
よ
り
確
実
に
負
担
が
減
少

・ 分
娩
予
定
牛
が
い
て
も
外
出
で
き
る
ゆ

と
り
の
創
出

【
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価（
牛
温
恵
）】

・ 分
娩
に
関
す
る
心
理
的
負
担
と
見
回
り

時
間
の
軽
減
は
非
常
に
有
効

・ 体
温
変
化
に
よ
る
段
取
り
通
報
及
び
破

水
時
の
駆
け
付
け
通
報
は
大
い
に
役
立
っ

て
い
る

・ 分
娩
作
業
や
事
故
軽
減
に
貢
献
し
て
い

る
実
感
あ
り

（
イ
）発
情
発
見
装
置

・ 自
分
の
目
と
機
器
に
よ
る
監
視
の
ダ
ブ

ル
チ
ェッ
ク
体
制
の
安
心
感

・ 同
規
模
の
県
内
農
家
で
は
繁
殖
成
績
の

向
上
を
目
的
に
導
入
す
る
も
効
果
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
使
用
継
続
を
断
念

し
た
こ
と
か
ら
過
大
な
期
待
は
せ
ず
省

力
化・軽
労
化
に
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
す
機

器
と
判
断
し
た
方
が
無
難

活動量グラフ

体温センサー

通信機（子機）

通信機
（親機）

表５　発情発見装置の導入コスト（税抜き額）
システム内訳明細 単価（円） 数量 金額（円） 備考
アクティビティ
メーター 12,500 60 750,000 センサー本体

電池寿命は５年
アクティビティ
レシーバー 88,300 1 88,300 通信機器

トランス及び配線 100,900 1 100,900 工事一式
牛群管理
アップデート 795,800 1 795,800 パーラー付随

ソフト
ミルキング
コントローラー 4,586,600 1 4,586,600 パーラー付随

ソフト
計 6,321,600

表６　分娩監視装置のランニングコスト

区分 月額（円） 備考

回線使用料 3,500 NTT回線

センサー使用料
（５本） 4,000 １本当たり

８００円

計 7,500
※他に通信機電気代

アクティビティ
メーター
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【
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
メ
ー
タ
ー
）】

・見
回
り
時
間
の
軽
減
を
実
感

・ 心
理
的
負
担
軽
減
及
び
発
情
発
見
率
の

向
上
は
若
干
だ
が
評
価

・繁
殖
成
績
に
つ
い
て
は
向
上
の
実
感
な
し

（
ウ
） い
ず
れ
の
機
器
に
お
い
て
も
見
回
り・観

察
を
あ
る
程
度
機
器
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
、そ
の
分
の
意
識
を
牛
の
健
康

管
理（
特
に
肢
蹄
や
繁
殖
）に
振
り
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。更
に
地
元
の
付
き

合
い
な
ど
の
外
出
の
機
会
の
増
加
や
酪
農

及
び
自
治
会
組
織
の
役
員
な
ど
を
引
き

受
け
ら
れ
る
な
ど
生
活
の
幅
が
拡
大

　
エ　
そ
の
他

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

・ 正
確
に「
段
取
り
通
報
」が
あ
る
こ
と
に

よ
り
産
前
管
理
が
楽
に
な
っ
た

（
イ
）発
情
発
見
装
置

・ 電
池
が
保
証
さ
れ
る
５
年
の
寿
命
よ
り
長

く
持
つ
こ
と
が
多
く
頑
丈
で
不
具
合
な
し

・ 発
情
発
見
を
全
権
委
任
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
使
い
勝
手
良
好

・ 足
に
装
着
す
る
タ
イ
プ
の
セ
ン
サ
ー
よ

り
汚
れ
が
少
な
い

・ 発
情
発
見
以
外
の
行
動
変
化
に
興
味
が

出
て
牛
の
健
康
管
理
に
役
立
っ
て
い
る

 5
今
後
の
課
題

（
課
題
対
処
に
向
け
た
要
望
な
ど
）

ア　
使
い
勝
手

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

・ 県
の
研
究
機
関
で
の
実
装
試
験
で
は
体

温
変
化
に
よ
る
温
度
感
知
に
よ
る「
段
取

り
通
報
」は
ほ
ぼ
２４
時
間
位
以
内
に
分

娩
が
開
始
、破
水
時
の
セ
ン
サ
ー
脱
落
に

よ
る「
駆
け
付
け
通
報
」は
い
ず
れ
も
高

精
度

・ 携
帯
電
話
の
電
波
が
入
ら
な
け
れ
ば
使

用
不
可

・ 親
機
と
子
機
の
通
信
距
離（
直
線
で
）は

２０ｍ
以
下
が
望
ま
し
い

・ Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
な
ど
の
２
．４
Ｇ
Ｈｚ
帯
電
波
の

干
渉
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
場
所
等
に

注
意
、ま
た
後
付
け
で
監
視
カ
メ
ラ
な
ど

の
電
波
発
信
機
器
の
導
入
に
も
同
様
の

理
由
で
注
意
が
必
要

・ 挿
入
作
業
が
比
較
的
重
労
働
な
た
め
高
齢

者
に
よ
り
使
用
を
断
念
す
る
事
例
も
あ
る

・ 高
齢
牛
で
は
膣
の
緩
さ
か
ら
セ
ン
サ
ー

が
脱
落
す
る
リ
ス
ク
が
高
い

・ 原
因
不
明
の
電
波
切
れ
が
あ
り
故
障
？

通
報
が
来
る
も
の
の
す
ぐ
復
旧

（
イ
）発
情
発
見
装
置

・ か
な
り
頑
丈
で
信
頼
性
が
高
く
保
証
期

間
で
あ
る
５
年
の
バ
ッ
テ
リ
ー
寿
命
以

上
に
性
能
を
維
持

・ 搾
乳
機
器
と一体
と
な
っ
て
運
用
す
る
た

め
普
及
に
当
た
っ
て
は
対
象
機
種
導
入

農
家
に
限
定
、つ
な
ぎ
飼
養
方
式
に
は
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い

・ 着
脱
が
か
な
り
困
難
な
た
め
廃
用
ま
で

装
着
す
る
の
が
基
本

・ 常
時
デ
ー
タ
が
送
信
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、ま
と
め
て
送
ら
れ
て
い
る
の

で
数
時
間
の
タ
イ
ム
ラ
グ
あ
り

  

扇
風
機
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
が
原
因
の
場

合
が
確
認
で
き
て
い
る
が
他
の
場
合
も

あ
る
は
ず

・ ス
タ
ン
チ
ョ
ン
に
引
っ
か
か
っ
て
セ
ン

サ
ー
が
脱
落
す
る
こ
と
も
稀
に
あ
る

イ　
サ
ポ
ー
ト
体
制

（
ア
）分
娩
監
視
装
置

・ セ
ン
サ
ー
や
付
属
機
器
の
供
給
は
速
や

か
で
あ
る
が
、細
か
な
通
信
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
本
社
の
電
話
の
み

（
イ
）発
情
発
見
装
置

・ メ
ー
タ
ー
本
体
の
供
給
や
故
障
時
の
対

応
は
速
や
か
で
あ
る一方
で
デ
ー
タ
処
理

に
つ
い
て
は
取
り
付
け
時
に
説
明
が
あ

る
だ
け
で
、そ
の
後
の
デ
ー
タ
の
活
用
方

法
等
の
指
導
は一切
な
く
指
導
者
が
県
内

に
は
い
な
い

【
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価（
両
機
器
）】

・故
障
、損
壊
時
の
対
応
の
み
で
、デ
ー
タ

活
用
へ
の
指
導
や
ユ
ー
ザ
ー
の
状
況
把
握

等
の
プ
ッ
シ
ュ
型
の
サ
ー
ビ
ス
が
無
く
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
不
満

調
査・研
究
チ
ー
ム

東
北
大
学
大
学
院　
准
教
授　
深
澤
充

千
葉
県　
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

主
任
研
究
員　
鈴
木一好

印
旛
農
業
事
務
所　
主
査　
伊
藤
香
葉

主
任
普
及
指
導
員　
伊
藤
静
雄

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
畜
産
協
会　

専
務
理
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長期使用でも
汚れが目立たない

段取り通報により分娩房への
移動タイミングが明確になった
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「モバイル牛温恵」　株式会社リモート （P47参照）

実装畜産DX技術資料

「モバイル牛温恵」は牛の分娩監視システムです。

 ご購入前のご注意
 ●設置する牛舎内に、携帯電話の電波 (LTE) が通
信可能な場所があることをご確認ください。 
「親機」を LTEエリア内に設置する必要がありま
す。
 ●購入いただく「体温センサー」の数は母牛数の 
10分の1が目安です。母牛が30頭の場合は3本、
50頭の場合は 5本が目安となります。

Copyright © 2022 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

牛温恵カスタマーセンター

  電話番号：0570-783-133 
受付時間：24時間365日

  デモ機のお申し込みや 
各種お問い合わせは下記へ

（税抜価格）

月額 備考
基本料 3,500円 通信料、家畜管理台帳使用料込
監視料 800円×センサー数

 システム利用料

（税抜価格）

構成品名称 型番 販売単価
親機 MD1109MBW 200,000円
子機 MD1109MBK 100,000円
体温センサー MD1109CW 40,700円
ストッパー6本爪 MD1109SP-6 6,800円
ストッパー3本爪 MD1109SP-3 4,300円
挿入棒 MD1109BO 2,000円
中継機  － 25,000円

※ 親機 1台と子機 1台が最低構成となります。

 機器料金

  牛の分娩監視でお悩みの農家様に
おすすめです

母牛の体温を監視し、分娩の24時間前や一次破水
をメールで通報して、分娩事故を減らします。

分娩事故を減らしたい！

牛に体温センサーを挿入しておくだけで、分娩 
兆候の通報が届くので、見回り削減になります。
毎日の体温変化をグラフで確認することもできます。

監視業務の負担を減らしたい！

購入前にデモ機でお試し

デモ機を無料で 1ヶ月間ご利用いただけます。
実際に使ってみてから、購入を検討いただけるの
で安心です。

導入実績

多数の JA様にてお取り扱いいただいています。
すでに約 2000 軒以上の農家様に対して導入実績
があります。

 安心して導入いただけます

動物用医療機器
MD1109CWを含む

故
事
娩
分

へ
ゼロ

 『モバイル牛温恵』機器

親機
・対子機：Wi-Fi
・ 対センター： 
LTE

子機
・対親機：Wi-Fi
・ 対体温センサー： 
微弱無線

ストッパー
・6爪ストッパー
・3爪ストッパー

動物用体温センサー
・対子機：微弱無線 挿入棒

Copyright © 2022 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

牛温恵カスタマーセンター

  電話番号：0570-783-133 
受付時間：24時間365日

  デモ機のお申し込みや 
各種お問い合わせは下記へ

（税込価格）

月額 備考
基本料 3,850円 通信料、家畜管理台帳使用料込
監視料 880円×センサー数

 システム利用料

（税込価格）

構成品名称 型番 販売単価
親機 MD1109MBW 220,000円
子機 MD1109MBK 110,000円
親機子機一体型 MD1109MBS 275,000円
体温センサー MD1109CW 44,770円
ストッパー6本爪 MD1109SP-6 7,480円
ストッパー3本爪 MD1109SP-3 4,730円
挿入棒 MD1109BO 2,200円
中継機  － 27,500円
※親機 1台と子機 1台、 または、 親機子機一体型 1台が最低構成となります。
※参考価格となります。詳細はお近くの JA様にお問合せください。

 

 機器料金

 『モバイル牛温恵』機器

  

親機
・対子機：Wi-Fi
・対センター：
LTE

親機子機一体型
・対センター：
LTE

・対体温センサー：
微弱無線

  

・

子機
・対親機：Wi-Fi
対体温センサー：
微弱無線

ストッパー
・6爪ストッパー
・3爪ストッパー

動物用体温センサー
・対子機：微弱無線

挿入棒

 「モバイル牛温恵」のしくみ
NTTドコモのネットワークを介して、お客様の母牛の体温を遠隔監視します。

挿入棒体温センサー 6爪ストッパー 3爪ストッパー

「親機」「子機」を設置

インターネットLTE

子機 親機

距離 7.5m以内距離 7.5m以内

距離 30m程度
（無線 LANの届く範囲）

距離 20m程度
（無線 LANの届く範囲）

高さ
2～ 3m
高さ

2～ 3m
高さ

2～ 3m
高さ

2～ 3m

クラウドサービス

LTE 
通信可能な場所

●●牧場様
ID：1234
名称：牛太郎
温度：38.4℃
段取り通報です。（2-2）
(Preparation alert)
http://xxxxxx 

遮蔽物（コンクリート
の壁など）がないこと

＜設置条件＞

「体温センサー」を母牛に挿入

取扱方法の動画は右のQRコードから 
アクセスしてください。
※ 端末によっては動画の閲覧ができない 
場合がございます。

『モバイル牛温恵』導入により、立ち会っていれば 
助かったであろう分娩事故はゼロに近づきます。

10.6

0.8

92%
減少!

効
果
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果

4.0
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初産牛 経産牛 平均

（%）

導入前事故率
導入後事故率

 導入による分娩事故率削減効果
（リモート調べ）

「体温センサー」を母牛の膣内に
挿入するときに使います。

「体温センサー」に取り付けて使います。
※ 分娩監視時は、「6爪ストッパー」をご使用ください。
※ 膣の大きい牛（乳牛や高齢牛等）の場合は 6爪 /3 爪の 2つを
組み合わせてご使用ください。

■ 体温変化を分析し、分娩兆候をメールで通報します。

■ 体温変化をグラフで確認することができます。

6 5 4 3 2 1

センサー挿入

段取り通報 駆けつけ通報
（一次破水時）

約 24 時間
±4時間

段取り通報

駆け付け通報

離れた場所から母牛を監視
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「アクティビティメーター」　デラバル株式会社


